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北大文学研究科紀婆 109 (2003) 

彰考館旧蔵アイヌ語テキスト

「蝦夷チヤランケ並浄瑠理吉J について1

佐藤知己

o .はじめに

アイヌ語の古い記録には種々のものが知られているが(金田一 1937

[1993J)，それらは語裳に関するものが大部分でZ，テキストの資料は極めて少

ない。量的にある程度まとまっていて，しかも質的に信頼性の高い古いアイ

ヌ語テキスト資料は，これまでのところほとんど知られていないと言ってよ

いであろう(佐藤 1995:序)0 このような状況の中で，本稿で扱う「蝦夷チヤ

2 筆者は本書 u巨大本)の存在を元北海道大学付属図芸書館北方資料室司書官子関千寓氏から
の御教示で、初めて知った。その後，北海道立思議館所蔵の閣翠院大撃付属図書館所蔵金

田一京助旧蔵資料マイクロフィルム(HM385)中に金問一本を偶然見出し，複写するこ

とができたのは業であった。ヱド稿執筆にあたり道立図書館のマイクロフィルムの確認作

業を行ったが，その擦，可警の大島教子氏に大変お世話になった。東京大学総合E望書館

には雨葵文庫本の閲覧に際して便宜を受けた。宮沢俊雅先生は誉誌学や表記に関するさ若

者の幼稚な質問に懇切に答えて下さった。これらの方々，諸機関，及び本稿で資料を引

用したアイヌ諾千歳方言話者白沢ナベ氏，言争内方言話者綴限ステノ氏，様似方言話者岡

本ユミ氏にも深く感謝申し上げる。なお本務は，平成14:!f:度科学研究費 (r消滅の危機

にあるアイヌ諮諸方言の方言分類に憶する研究J (課題番号12039202)，研究代表者北海

道大学大学説文学研究科佐藤知己[特定領域(A)r消滅の危機に瀕した環太平洋の言語J，

研究代表者大阪学院大学教授営問伯人]，基盤研究(C)，r古文献によるアイヌ語諸方言

の研究J，研究代表者北海道大学大学院文学研究科佐藤知己，課題番号12610547)による

研究成果の一部である.

2 金田一(1937[1993] : 10)は，上原熊治部『藻汐幕』が巻末に「チャランケJ，rユーカ

ラ」などの種々の文粛を載せていることを紹介している。しかしながら，以下において
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北大文学研究科紀要

ランケ並浄瑠理吉」は，数少ないアイヌ語の古いテキスト資料の中でも，注

目に値するものである。金田一(1937[1993J : 85)は次のように述べている。

「彰考館には優れたアイヌ語の記録がある Oユーカラ及び、チャランケの筆

録で，ユーカラとしては寧ろ極めて思い小篇ではあるが，立派なアイヌ叙

事詩のテキストであり，写し方が極めて正確であって，果して何人の記録

か。元禄の昔，誰がこの様に正しくアイヌ語を開き分け，又記録すること

が出来たか，と考えて来ると，どうも，元禄の時のものでは或は無いかも

知れない。」

このような金田一の指摘にもかかわらず，管見の及ぶ限りではこの文献の

解読や言語的な研究はまだなされていないようである。本稿は原文の解読を

通して，表記の特色，記録されているアイヌ語の言語的特色そ明らかにし，

金田一の指摘をより具体的に検証しようとするものである。

1 .蕗本および関係資料

「蝦夷チヤランケ並浄現理吉」は，大正7[1918J年刊の r彰考館図書目録』

(彰考舘1918: 766)に記載がある。それによれば r蝦夷チヤランケ並静瑠理，

とある(番号と略号は，それぞれ，一冊，所蔵番号三十三，

写本，の意)。書名に「言」の字が欠けているが，同じ本と考えてよいであろ

うO なお，現在，彰考館文庫を管理している認川博物館(水戸市)に本書の

彰考館本の存否を照会したところ，現在，同館に「蝦夷チヤランケ並浄瑠理

という表題の書籍は見いだされない， という解答を得た(王子成14年1丹

明らかとなるように，少なくとも F渓汐草』の「チャランケ」の一部には印刷に奈るま

での過程で発生したと思われる誤りが非常に多くみられる O だとすればユーカラ」を

はじめとする他のテキスト部分にも相当な誤りが含まれている可能性が少なくないと推

測され藻汐草3のテキストの資料的価値を無条件に評価することは危!演ではないかと

思、われる。
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17日付彰考館徳川博物館本田貴子氏よりの来信)0 I日彰考館は敢戦直前の昭

和初年8月1日，米議の空襲を受けて焼亡しており(福田 1991)，その擦，

本書の彰考館本は疎開されなかった他の多くの貴重な文献と共に焼失してし

まった可能性が高いと考えられる。本書の写本は管見の及ぶ限りでは再者共

に彰考館本を筆写した，昭和4年金田一京助筆写本(以下，金田一本)と，

東京大学付属図書館高葵文庫本 (E39/125) (以下，東大本)以外には知られ

ていないようである金田一本には，奥書に「ち蝦爽チヤランケ並浄瑠璃言

一時(紙数総六枚)者水戸彰考館蔵本罰昭和四年七月九日償寓於同館之被寓

於自害者即是也昭和四年八月十九日」とある。また，東大本は題護に「蝦

夷チヤランケ並浄瑠理言享和辛酉樺太事状蝦夷潜安政三丙長年暦」と

あるように，三冊の合冊となっている O 金田一本は，いうまでもなく顔学に

よる筆写本4であり，全殻的に信頼性が高いのに対し，東大本は詳しい事情は

不明ながら，アイヌ語とは特に関係のない人による筆写と思われ，このこと

は金田一本と比較するとところどころ明らかな誤写と思われる箇所がみられ

ることによっても明らかである。もっとも，金田一本も，縮部では全く誤り

がないとは言い切れず，数は少ないながら，東大本のほうが彰考館本を正し

く写していると思われる箇所もないではない。従って，本書の研究にあたっ

ては，やはり陪写本の比較が必要と思われる(詳細は以下の本文翻刻を参照)。

「蝦夷チヤランケ設浄瑠理言」には三つの内容の異なるテキストが含まれて

3 j潟葵文康は大正 13年に東大に寄贈されている(井上京放他(編)1999: 42])0 j苓葵文庫

(1908)には本警の記載がない。なお，京都大学付属図書館にも「蝦夷浄瑠理詩文Jと題

された写本(言語2H/ /10)が所蔵されているが，これは金問ー(1931a : 372)で紹介

されている，開じく彰考館所蔵ではあるが，内容約に全く月日の本(窓神の妹の話)の写

本の一つで、はないかと推定される(彰考館1918: 762に「鍛夷浄瑠理」の記載があり，

王子成 14年1月 17臼付の彰考館徳川博物館本田愛子氏よりの解答では所蔵しているとの

こと O ただし，平成 14年 10月現在閉館ゅのため筆者未見)。

4 池上二良先生によれば，金田一先生の奥様の築である1可能性もあるとのこと。また，雲表

者が見ることができたのはマイクロフィルムのみであり，朱書と思われる傍注はやや薄

く，判読が関難な場合もあった。なお，原本の所在は未確認である。筆者の怠慢を恥じ

るとともに，金問ー家，闘事波大号さへの照会も含め，今後の課題としたい。
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いるO 今回の研究の結果，この点は金田一も指摘していないことであるが，

それらのうちの少なくとも一つのテキストは，他の資料と密接な関係にある

ことが明らかとなった。すなわち，以下の翻刻において便宜的に[テキスト

2 Jと呼んでいる「酒宣言之席亭主江祝儀之口上」は，寛政四 [1792J年成立

の上原熊治郎『藻汐草J の巻末に含まれている「チヤーラケ 切口上なり J

と題されたテキストとほぽ同じ内容のものであることが明らかとなった。注

目されるのは r蝦夷チヤランケ並浄瑠理言」のテキストのほうが藻汐草より

もはるかに精度が高い，という点である。また，細部で内容の不一致があり，

これらから[テキスト 2Jが w藻汐草れあるいは『濠汐草』が参類した資

料からの単純な引用ではないことが明らかとなった。おそらく，耳目系統の写

本をそれぞれ写したものと考えられ，このことはアイヌ語研究史上重要な意

を持つ『藻汐主主』の成立を考えるよでも今後，撞めて重要な事実と言える O

なお， [テキスト1]， [テキスト 3Jについてはこれまでのところ関係する資

料を見出すことができない。今後の研究課題である。

2 .本文翻刻

凡例

金田一京助筆写本を底本として用い，東京大学付属臨書館南葵文庫本 r毛

し本車(藻汐草)J (市立函館図書館所蔵本)との異向を注で示した。その際，

金田一本は金，東大本は東 r藻汐草』は藻，と略記して示す。

原文は縦書きであるが，翻刻では横書きとした。従って，原文でアイヌ諾

の片彼名テキストの右横に付されている傍注は，翻刻では上になっている。

また，片{反名テキストの下に，推定されるアイヌ語形をローマ字表記で示し，

さらにその下に逐語的な訳を付した。なお，アイヌ語形の表記には以下の記

号を用いた。 p，t， k， c， s， m， n， r， w， y， h， i， e， a， 0， u。なお，推

定される語形は細部が不確実な場合が少なくなく，表記は概略的なものであ

ることをお断りしておく O
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彰考吉富市蔵アイヌ諾テキスト「蝦夷チヤランケ並浄溜理言」について

写本の傍注の日本語の仮名表記は判読困難なものが少なくなし今後に課

題を残している。翻刻にあたっては，現時点での判読結果を忠実に示すため

に，読みにくさを承知で元の表記に相当すると思われる変体仮名を用いた。

文字の大小 (rツ」と「ツム「ウJ と「ウ」等)は判定が微妙な場合が多く，

すべて大文字で翻刻した。今後の研究課題としたい。また，文字と文字との

微妙な位置関係も完全には再現し切れなかった点がある。

金田一本には「ヱ」の他に「エ」またはそれに近い字体も現れ，不注意に

よる可能性もあるが，醸亥uにおいて統一はしなかった。

金田一本，東大本ともに句の切れ自を示したと思われる小さな三角形の印

が付されている。写本では中央よりやや右よりに付されている場合が多いが，

翻刻ではやむを得ず中央に置いた。

便宜上 rチヤランケ前口上」を[テキスト1]， r酒歪之席亭主江祝儀之口

上」を[テキスト 2]，r夷浄瑠理J を[テキスト 3]とした。また，各テキ

ストに行番号を付した。

金田一本の了合を(表紙)， (1了表)のように( )に入れて示した。

(表紙)

蝦夷チヤランケ5

並浄瑠理

(1表)

蝦夷チヤランケ

並浄瑠理

5 表題。「蝦夷」と「言」がやや大字で警かれ，問に「チヤランケJ，'並浄溜潔」が小字で

警かれている。これは金，東共に同じ。ただし，東には金にはない「原本水戸家蔵」と

いう文句が右下に警かれている。

6 東にはこのような表題なし。
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[テキスト 1] 

ランケ7前口上

人名8 と言蝦夷補注1 昨日 便 持て来た 言者しめの処

1 シユパルカ9ムアリヱクノレムヌマ子ムシヨンゴムコルワヰクムイタクパタムアヰ

suparka ari ye kur numan sonko kor wa ek itak pa ta ayヴ巴

シュパルカ と言う人が昨日 知らせを 持って来た言葉の始めに言う

とて言事縮図 書阿里て 10 いふ事補注3

2 クシキイタクムイタツケシタアイヰムイタツケシタムアイヰクシキイタク

kus ki itak itak kes ta ay-ye itak kes ta ay-ye kus ki itak 

べき言葉 言葉の終わりに言った 言葉の終わりに きうべき言葉を

いふはしめに言 なに可 海のこ臼11 ころんた

3 イタクパタアイヰム子プカイナムアトウイベシヲツタムカラカラ

itak pa ta ayぅre nep kay atuy pes ot ta karkar同

言葉の始めに言った。 何か 海の方へ 転がる

阿つ遍ても この様さは それでも 陪つ遍て

4 セワムア子ウヲマレイケカムウヰベコラチアンムタプ子アンコロカムアエウヲマ

sewa an-euwomare ike ka uype koraci an tap ne an korka aモuwoma-

て 集めても 木片のようだ そうであるけれど 集め

7 東「チヤランケJ (傍線なし)。なお r津軽一統志J (1731)には「ちゃあらけ」とある

(北海道 1969: 149)。また藻汐主主J (1792)でも「チヤーラケJ (85 T裏)である。

8 以下，傍注は東ではすべて朱書されている。恐らく金も同様であったと怒われるがマイ

クロのため未確認。

9 東「シヱパルカJo

10東「言殉笠とJo

11東「海の方」。

12東「この様多」。
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相手か多補注4 便 やる 13

5 レワムラムアンクシタプ14ムイヱトウナンカリムアシヨンコ15ムヲ

rewa ramuan kustap eモtunankar a-sonko 0-

て 理解したので お前の方へ向かって 知らせを ゃっ

今日来たたより なかり 16 上手た 大工

6 マシテワムタントヱクムシヨンゴアナキム子フカイナムアシカエムパンチヨ

mantew呂 tantoek sonko anak nep kay askay panco 

て 今日来た 知らせは 何か 上手な 大工が

(1了裏)

ケツリマシタ 木の上 さねの様に 17

7 チケウレ18ムニカベカシユミカムトウリコラチアンム

cikewre ni ka peka sumi ka turi koraci an 

剖った 木のよに沿って墨糸を 引くかのようだ

[テキスト 2] 

酒盃之席亭主江祝儀之口上19

何もいふ言れ20 酉のそいふ可ら21 おれ阿志る 22

13東では，アイヌ諾テキストの「ヲ」と傍注「やる」が共に次行へ改行されている O なお

アイヌ諮(金)rヲマシテワJ，(東)rヲマンテワ」。

H 金では「ク」に虫損を表す「ムシ」の注記。

15東「アンヨンコ」。

16東「なに可Jo

17策「さほの様ニ」。

18東「チケウシ」。なお，東は直前の「パンチヨ」に傍線なし。

19藻ではこの表題のかわりに「チヤーラケ 切口上なり」とある。

20金では一応「れ」としてあるが最後の文字が判読困難。東「何といふ言可」。言葉「何去」。

21金ではこの匂頭の「潜」のみ確実。東「酒の口口司らJ (ニ字半j読不能)。藻「宴中Jo

22金は句頭三学のみ判読可能。残りの「志る」は不確実。東「おれ問える」。藻「為駕Jo
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1 子プイタキウン23ム24トノトシリカ25ムウヰイノンノ26ムクキナンコラ27ムレベロク28

nep itaki 

何の言葉

tonoto sirl王a ueinonno 

酒上 祈り

ku-ki nankor a rep erok 

私がするだろうか 沖の

むかしのいなを い、持分台"¥29 イナヲノトリ 30

2 カムイ31ムヱカシイナヲニツ32ムコパエツタ33ムカムイコツチヤワ34ムエイナヲウクべ35

kamuy ekasi inaw nit つ kamuy kotca wa einaw uk pe 

神 先祖の御幣 神の訴から 御幣を取る者

右の手者36 むかしのいなを37 手かへて38 左の手39 語の入多橋40

23濠「子ブイタウンj (傍注「何云J。なお，藻ではこの前に「イカラク子クルj (傍注「姪

人j) というー匂があるが，金，東にはなし0

24藻ではムではなく r・」を用いる。以下向様。

25 ~棄の傍注「宴中」。

26東「ラ井イノンノ j，藻「ワイヌンヌ」。なお，藻の傍主主「慮jo

27藻「クケナンコラ j (傍注「為藷j)o

28金ではこの部分の傍投手司読不能。東「沖の祢」。藻「浮立神jo

29東 iいい自分に」。号車「持詣所」。

30藻「祝身」。

31 ~薬「レベツツカムンj (傍注「洋立神j)。

32藻「イカシイナウニツ」。金は傍注半日読不可。東「むかしのいなを Jo 藻「先祖幣束jo

33東「コパエヲッタ j，藻「コパイヲツタj (傍注「持詣所j)。

34 ~車「カムイコツチヤワjo 金，東は傍注なし。藻の傍注「神前jo

35エイナヲウクベー濠はイ、ナウクぺ。なお，金， l'転，共にこの勾の後にムの記号がない

が，藻は「・」で句切りが示されている。藻の傍注「祝身jo

36藻「右手jo

37藻「先視幣」。

38藻「捧j (なお，国警刊行会複製本には「捧」の後に文字か汚れか判然としない黒いしみ。

このしみはたとえば市立rn館図書館所蔵の，題霊安に「毛し本事会一階」とある一橋本
[00388/005/3/001]には無し)。東「ぃ、時分にjo

39藻 rt王子」。
40藻「瀦橋」。
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彰考館18蔵アイヌ語テキスト「蝦夷チヤランケ放浄瑠環言」について

3 シユムンテケワ41ムヱカシイナヲニツ42ムアツテカニムノゾjケテケワ43ムシャケシントコ44

simonteke wa ekasi inaw nit attekani harkiteke wa sakesintoko 

右手から 先祖の御幣 片手で持つ 左手から 潜橘

予がもって岨 沖の神46 往付け 者47

4 アツテカニ48ムレベロクカムイムコシレハイ 49ムキワネヤキ子ムアイノ

attekani rep erok kamuy kosirepa ki wa n邑yakne aynu 

片手で持つ 沖の神 に着く したならば 人間

使50 神の者なしに51 者なし以志る 52 沖

5 ヲロシベ53ムカムイヲイナ子54ムエウコヤエラプ55ムアリアナキ子56ムレベ

oruspe kamuy oyna ne eukoyayrap ari anakne rep e-

41藻「シモンテケワ」。

42藻「イカンナウニJo

43言葉「ハリキテケワ」。

44藻「シャケシントコJo

45藻「捧」。東「手にJo

46藻「洋立神」。

47東「パ Jo

48藻「アツテカンJ (傍注「俸J)0 

49藻と他のテキストとが大きく異なる筒所。前後も含めてしるせば，金，東「レベロクカ

ムイムコシレハイムキワネヤキ子ムJ (傍注省絡)に対して藻「レヘロツカムイ(傍注「洋

立神J). カムイシキシヤマ(傍注「霊童限傍J). シレパヲツタ(傍主主「着所JJ).J。なお，

これに対してはreperok kamuy kamuy sik sama sirepa ot taのような語形が推定さ

れる O

50藻「蝦夷説Jo

51藻「神歌」。

52金では最後の三文字を「以志る」と判読したが不確実。東「苦言なしにしる」。藻「菰Jo

53藻「アイノヲロシベJo

54 ~事「カムイヲイナニ」。

55藻「イウコヤイラプ」。

56藻「キイワ子ヤキ子J (傍注「如此別J)。

39 



北大文学研究科紀要

話 神の歌として 諮り合う というなら 沖の

( 2丁表)

の神 神の爵 まへの本う 57

6 ロクカムイ 58ムヱイセツチセチウ59ムカムイアウンキ60ムヱシレラットム61ム

rok kamuy eiehetceeciw kamuyawanki つ

神 返事をする 神の鼠

た、けは62 扇の風 此島

7 シタイキブツタムアウンキマウヱ63ムタパンモシロロ64ムチニシコユブ65ムア子

sitayki ot ta aunki mawe tapan mosir or ciniskoyupu an-e-

upくと 扇の風が この国 ? 私が

そしていれ者66 此酒 わ可い 女様

8 カラカル67ムキワ子ヤキネ68ムタパントノトムシユクプムカツケマツム

57東「まへのはう」。

58藻「レベコツカムイ J (傍注「洋立神J)。

59 ~室「イヱへツセチユJ (傍設「嘆怠、英語J)。

60 ~車「カムイアヲンケ J (傍役「神麗 J)。

61 ~車「イシレラットム J (傍主主「胸J)。

62藻 rup所」。策「た、けばJo

63言葉「アンキマウヱJ (傍注「鼠勢J)。

64藻「タハンムシ口、 J (傍注「此住居J)。なお，藻にはこの匂の前に金，東にはない「ヒ

リカタシコン子J (傍注「善嵐J) という一句がある。

65東「子ニシコユフン。藻の傍注「雲狭Jo

66東「そしていれノわ。藻「如此刻」。

67藻「ア子ガラカリ J (傍注「授J)。

68東「キワ子ヤキ子」。藻も「キワ子ヤキ子Jo なお，藻はこの勾以降最後までが金や東と

大きく異なる。すなわち，藻「クカルクウタレJ (傍注「資姪!高J)，rマワシノ、ボJ (傍

注「無難J)，rヲカイナンコンナJ (傍注「居J)，rセコツタウ子J (傍注「其段J)，rイノ

ンノイタク J (傍注「祈ぎJ)，rアンナJ (傍注「有J)。
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彰考館旧蔵アイヌ諾テキスト「蝦夷チヤランケ設浄稽濯言」について

karkar ki wa ne yakne tapan tonoto sukup katkemat 

する したならば この酒 若い 女

とく時分に ふところの方 此

9 ヱイゴヌマチムヒタワヤキ子ムヱシウアシヨロロ69ムヲトウシマコツタムタパン

numat pita wa ne yakne upsor or つ tapan 

絞 解くならば 懐の中 この

酒 とこまでも70 此島

10 トノト子イパクノカムカムイチウプキ子タハンモシリムモシリ

tonoto neypakno ka kamuy cupki ne tapan mosir mosir 

酒いつまでも 神の光となってこの密 悶

の上 そしていれ者や 71 どこまでも

11 クノレカシウコセトワク72ムキワ子ヤキ子ムイ子イハクノカ

kurkasi ukohetuku kiwa ne yakne neypakno ka 

の上に出る ならば いつまでも

中 何日口名事も口口ていろふし73

12 モシリムウフシヨロムマワシノグニ74ム子イナンコナ75

mosir upsoro mawasnu kuni ne nankon na 

国 Eド 縁起が良いよう であるだろうよ

69東「ヱシウプシヨロロ」。

70東「とこまでも」。

71東「そしていれノも。

72東「クルカシウコセトウク」。

73殴文字判読不能。東「何んと玉るい事もなくていろふしJo

74東「マワシノクニJo

75東「子イナンコンナ」。
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( 2了裏)

[テキスト 3] 

夷浄瑠璃76

北大文学研究科紀委

1 ウカムボキセイシカリチユフ子トンナタラ

ukamu poksey sikari cup ne tonnatara 

罰じた北等兵 満月 のように光る

2 アコロユビムシシヤクチレシユムイエカラカルムラホキタムイヌアンゴ

a-kor yupi sisak ciresu i-ekarkar rapoki ta inu-an ko 

私の兄 稀な養干害を 私にした そのうちに 私が開くと

3 イシカリムウンクルムレイリワク子ムトウポニウ子クルムカチヨ

Iskar un kur re irwak ne tu poniw ne kur kaco 

イシカリ の 人 三人兄弟であるこ人の弟である人太鼓

4 ヱヌフルムイシカリムコタンムコアシユルアシムヲカアナワムシ子

enupur Iskar kotan koasuruas oka-an awa sine 

が遼者だったイシカワ村 で有名だった 私'i:暮らしていたがある

5 アニタムウナフンケムシヨンゴアリキムアコロユビムアコロシヤボウ77

呂ni ta unahunk sonko arki a-kor yupi a四korsapo u司

時に 指待の 知らせが来た 私の兄 私の姉

6 タツトヲノ78ムイグタシノ，'79ムケシトカイキヲアリアリシヤム80

76金は「夷」の友側に虫損を示す「ムシ」の注記あり O

77東では末尾の「ウ」は次行。なお，直前の「アコロユビ」東では「アコロユヒJo

78策「ウタツトウラノ Jo

79東「イグタレノ"Jo

80金では「ム」に虫損を示す「ムシJ の注記。
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彰考館18蔵アイヌ語テキスト「蝦夷チヤランケ放浄務理言」について

tat turano ikutaspa kesto kayki oararisam 

-絡に 宴会に行った鋒臼も いない

7 ラボキタムユプケアシユルムチトウルセン81ムハウエヱ子ヲカイ

rapoki ta yupke asur 

そのうちに ひどい噂が

( 3了表)

cltursere 

落ちてきた

hawe ene oka i 

その話はこのような事

8 イシカリムウイルプムアコロユピ82ムセマンタアンベムウコユノレシカ

Iskar uyru p a-kor yupi hemanta an pe ukoiruska 

イシカリ に住心者(と)私の兄が 何か 互いに腹を立てた

9 シャラツカムイムユブケイケムウコシャンケムタプ子アンベムアヱホマトウム

sarak kamuy yupke ike ukosanke tap ne an pe a-ehomatu 

戦争の 激しいのを やりあった このような事に私は驚いた

10 アムシヨカタムアマツコシヤヌムアミコシヨンテ83ムアエヲリキムクツコル

amso ka ta a-matkosanu a-mi kosonte a-eoriki- kutkor 

寝台の上に 私は飛び起きた 私の蕃ている審物を 私は高く 帯を締める

11 カ子ムアラムコパシテプムアフンボケチウムカ子ポンカシヤムアシヤ

kane aramkopastep a -kutpokeciw kane pon kasa 公開山

ようにしてき宝刀を 私は帯に差した 金の小笠を 私は

12 ハウヌムタプヲロワムアシヨヨテレケムイクルカ子ケウゴシャンパム

81東「チトウルセレ」。

82東「アコロヱピ」。なお， 2行自「アコロユピ」の「ユJ も「エ」に近い0

83東「アミコシヨンテJ (傍線なし)。
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paunu tap or wa a-soyoterke 

かぶった それから 私は飛び出した

つ kewkosanpa 

ドスンと日烏った

13 アブマタフミ84ムケウワツキムヲマナナイ子ムイシカリコタンムアコ

a-omanhumi kewewatki omanan ayne Iskar kotan a-ko-

私が行く音が 鳴り響いた 歩き図ってついにイシカリ村 に私は

14 シレパムヤイヌマレムアイノアツワムシツチカラムウタレクルカシム

a
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つ utar kurkasi 

人々のよ

( 3了裏)

15 テシナグラムウタレコッチヤタムイシカリムウイルプムトウホエウ子イケ85ム

tesnatara utar kotca ta Iskar uyru p tu poniw ne ike 

平らだ 人々の前に イシカリ の者 二人いる弟の方が

16 カチヨタフカルムイン子ウタレムアコロユピムシャラツカムイムユプケイケム

kaco tapkar inne utar a-kor yupi sarak kamuy yupke ike 

太鼓の舞をした 大勢の人々と 私の兄が 戦いの 激しいのを

17 ウゴアンテムクルカシケムヱイランケムクルカシケムユプケタムクルムアゴ

ukoante kurkasike 

やりあった その上

つ kurkasike yupke tam kur a-ko-

その上に 激しい剣を 私は

18 テレケレムアエタメトゴムセルコシャンパムウタラパウヌワムウタレケシウヌワム

terkere a-etametoko・ serkosanpa utar pa un wa utar kes un wa 

84東「アヲマヌフミ」。

85予定「トウホニウ子イケ」。
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彰考館!日蔵アイヌ諸テキスト「蝦夷チヤランケ談浄瑠理言J について

飛ばした 私の剣先が 向いた 人々の上へ 人々のでへ

19 イン予ウタレムアエタメトゴムセンナラタラ86ムコカトウコンノムユプケニクルム

inne utar a-etametoko匂 sennatara

大勢の人々に 私の剣先が 閃いた

フ yupke ni kur 

激しい木の影が

20 イコシウトリ87ムタツポハテキムタラプシヨ子ムアヲマンテムフナ

i-kosituri tappo patek tarap so ne a“omante huna-

夜、に伸びた ただそれだけ 夢のように 私は行かせた

21 クパキタムヤヰシカルンムチセウプシヨロムアヲシキマカムアベ

kpaki ta yayesikarun cise upsor 

ふと 気が付いた 家の中

( 4了表)

a-osikmaka ape 

で私は自をあけた火の

22 トウイシヤムムアヰホラリムインガランコムシシヨタネシイ補注5ム

tuysam a-ehorari inkar-an ko siso ta 

そば にわたしはいた私が見ると お座に

23 シ子メノコムアベトウイシヤムムヱホラリムチキ子シイムカ子

sine menoko ape tuysam 

一人の女が 火のそば

ehorari 

にい7こ

フ kane 

金の

24 チヲシケニムアキムイカシムコキツテクムイヨウシタムポン

ciotkeni a-kimuykasi kokiktek iyos pon 

突く様 私の頭に 叩く 後から 若い

86東「センナタラJo

87東「イコシトウリ Jo
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25 メノコムチトウノレセン88ムカ子チイヲシケニムチヲメンメウヰム

menoko citursere kane ciotkeni ciomenmewe 

女が 飛んできた 金の突く棒 引き抜かれる

26 ヲシユラムタフヲロワムヱイノfタウセアツテ89ムポンメノコ

osura tap or wa 

捨てた それから

つ pon menoko 

若い女が

27 キイタカマムシヨモカエキムアヌンセ子ムア子イタパン

? somo kayki anun henne a-ne tap an 

決して 他人ない私はである

28 タンコタンレムイヨチコタン子ムヲロウンマツムア子ワム

tan kotan re iyoci kotan ne oro un mat a-ne wa 

この村の名は イヨチ村だ そこの女 私はであって

( 4了裏)

29 イヨチウングタルムヤエリワッコルワムイラエケアンコムヱイ

iyoci un kur yayirwakkor wa e-rayke-an ko e-e司

イヨチの人 一人兄弟で おまえが殺されて 私がおまえを

30 キラアヌワムヱヱカアンム石狩ウンマツムメナシムシヤムンベ

kira-an wa e-eek-an Iskar un mat menas sam un pe 

連れて迎九て 私はおまえと来る イシカリの女 東 側の者

88東「チトウルセレ」。

関東「ヱイパヌウセアツテ」。
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彰考銭!日蔵アイヌ語テキスト「蝦夷チヤランケ放浄溜理言」について

31 テケパシテワムイヨチウンクルムアコロユピムイノシノfワムイシヤム90

tekepaste wa iyoci un kur a-kor yupi i-nospa wa isam 

引っ猿って イヨチの入 私の児 私を追って しまった

32 タフ子アンベムアエホマトウムアシヨヨテレケムピシュンルルシヤマ91ム

tap ne an pe a-ehomatu aもoyoterke pis un rur sam 

こんなこと 私は驚いた 私は飛び出した 浜の海の側

33 リコテレケレムホンレパチフムレベカツタムウムンカッカタムアヰ

rikoterkere pon repa cip repekatta um un a-e-

飛ばせた 小さい沖舟を沖へ出した船尾 私は

34 ホラリムヒリカアツシヤプムアベコレウヰムアトウイシヨカタム

horari pirka assap a回pekorewe atuyso ka ta 

いた よい権 私は漕いだ 海のよで

35 アヲマヌフミムアエコンラムカリムイクルカタムイトウレンクニプム

a司-oma叩nhumi a 

私が行く音 私は夢中になる 私の iた二で 私のj慾密き神の

( 5丁表)

36 ユフケフミムケウワッキムヲマナイ子ムイヰトウナンカリム

yupke humi k巴wewatki oman ayne i-etunankar 

激しい音 鳴り響く 行くと 私の方に

37 ヲレブンラムチヤナヤンケムレラホセムポロムロクントムカヤ

90東ではこの後にム。

91 * 'ヒシュンルルシヤマ」。
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orepun rera ciyanayanke rera ehose poro rokunto kaya 

沖からの風が 吹いてきた 風と反対に 大きな舟 帆

38 テケヱムコムレウナタラムタフアロワヤエマウシテ

tek emko rewnatara tap or wa ? 

柱半分 曲がっていた それから

蝦夷浄瑠壊92

3 .テキストのアイヌ語形の推定

アイヌ語形の推定にあたっては，特に説明を要する事例を除き，注解は必

要最小限に罷めである。詳しくは参考文献中の辞書，語裳等を参照されたい。

なお，語形の引用にあたって喉音音素やアクセント記号等は省略した。

[テキスト 1J

I行自 シユパルカ:人名は正確な語形を定めがたい場合が多く(佐藤

1990) ，仮に suparkaという語形を与えたがftgの可能性もある。アリヱクル:

ari引用の「と J (例:静内方言tunpuor un kurari ay-ye p rトゥンプオノレ

ンクルと呼ばれる者J)，ye r言う J，kur r人，方J (例:千歳方言makanal王

a-ye kur rどう呼ぶ人Jo不定人称接辞a-(または an-)がyeに付くべきと
ころか。ヌマ子:千歳方言numanr昨日J，ただし「子」という表記の理由は

不明。

2行自 クシキイタク:kuski ~つもりだ，はずだ(静内方言)。

3行自 子プカイナ:不詳。 nepka 何か(千歳方言)と関連する形式か。

アトウイベシヲツタ:pes に沿って下へ(千議方言)0ot ta ~で(千歳

方言)。ただし両者が共起した実例はこれまでのところ未見。

92東にはこの文句無し。
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彰考館!日蔵アイヌ語テキスト「蝦夷チヤランケ並浄瑠理言」について

4行自 ア子ウヲマレイケヵ:uwomare 拾い集める(千歳方 。

euomare To meet (Batchelor 1938: 142) 0 euwomareという語形が推定さ

れるが，要検討。ウヰベコラチアン:uype 木片(千歳方言)。

5行自 ラムアンクシタプ:ramuan 物心がつく(静内方言)という形式

があるが，要検討。kushtap だから(久保寺1992: 149)。イヱトウナンカリ:

eetunankar それに向って(久保寺 1992: 71)。なお，ここでは最初のeを

e-(お前を)と解釈した。

6行自 パンチョ:panco 大工(幌別方言その他) (服部 1964: 100)。

[テキスト 2J

1行自 子プイタキウン:ウンは不詳。トノトシリカ:sirka 表面(千歳

方言)という形式はあるが，このような匂で用いられた実例は未見。ウヰイ

ノンノ:inonno 祈詩(金田一 1931b : 400)から uweinonnoのような語形

が推定されるが実例は未見。レベロク:kim erok kamuy 山にいる神(千

歳方言)から reperok r沖にいるJのような語形が推定されるが実例は未見。

2行自 コパエツタ:不詳。

3行自 アツテカニ:attekani 片手で持つ(田村1996: 34) 0 

5行日 カムイヲイナ子:oyna 節のついた物語の一種(ただし，どんな

ものかは知らない)(千歳方言)0 ekoyayrap 教える(美瞬方吉)(服部 1964: 

162)から eukoyayrapのような語形が推定されるが実例は未見。

6行自 ヱイセツチセチゥ:eiyehetce-eciw オ、と返事をする(久保寺

1992 : 58)。ヱシレラットム:不詳。

7行自 アウンキマウヱ:aungi 蔚(久保寺 1992: 35)。チニシコユプ:

不詳。

9行自 ヱイゴヌマチ:numat 紐(千歳方言)を含む形式と思われるが詳

細は不詳。ヱシウアシヨロロ:upsor 懐(千歳方言)を含む形式と盟、われる

が詳細は不詳。ヲトウシマコツタ:不詳。

11行日 クルカシウコセトワク:ukohetuku 相起こる(金成，金田一

1963 : 432)。ただし，このような句の実例は未見。
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12行自 マワシノグニ:mawashnu chise otta 縁起のよい家で(金成，

金田一 1959: 70) 0 

[テキスト 3] 

11子宮 ウカム:Ukamu adv. One above another (Batchelor 1938: 523) 0 

kamu i覆う J (千歳方言)にu司「宜しりが接合したものか。その場合 i重な

り合う Jのような意味が推定される。ボキセイ:pok-sey ウバガイ，ホッキ

ガイ(知里 1962[1975J : 124)。シカリチユフ子:shikari chup 満月(久保

1992 : 242) 0 ne ~ように(千歳方言)。例: kane maw ne uwetununke 

「金の音のように鳴り響く」。トンナタラ:tonnatara 光る(千歳方雷)。備

考:この冒頭の一句はその後に続くテキストとの関係が明確でなく，テキス

トの一部なのか，タイトルなのか，または誤って無関係な句が挿入されたの

か，今のところ明確で、ない。従って，内容の推定についても，全く別の解釈

がなされる可能性がある。

2行目 シシヤクチレシユムイエカラカルム:shisak chiresu iyekarkar 

たぐいなき養育(を)わたしにしてくださって(金成，金田一1959:51)。ラ

ホキタ:rapokita そのあいだに(金成，金田一 1963: 48)， rapoketa 折節

(金成，金田一 1963:272)。

3行自 レイリワク子:re irwak ne (日本語訳なし)(金成，金田一 1963: 

239)。ポニウ子クル:poniunekur 年若の者(金成，金田一 1963: 386) 0 カ

ョ:kaco 太鼓(樺太方言) (服部1964: 177) 0 

4行日 エヌフル:enupur 達者である，うまい。例:at enupur 投げ縄

がうまい(千歳方言)。

5行自 ウナフンケ:unahunke...を招待する(田村 1996: 771)。

6行目 ケシトカイキ:kayki ~も(千歳方言)。ただし kesto kaykiの

ような句の存在はこれまでのところどの資料，文献でも実証できていない。

ヲアリアリシヤム:oararisam 全くない(千歳方言)。

7行自 ユプケアシユノレ:yupke asuru 椿事の知らせ，間報(久保寺

1992 : 1038)。
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8行自 ウイルプ:uyru に住む(千歳方言)。セマンタアンベ:

hemanta an pe 何か(千歳方言)0hemanta 何(幌別方言) (服部 1964: 

150)。

91子日 シャラツカムイ:Sarak-kamui The god or demon of accidents 

(Batchelor 1938: 438)。ウコシャンケ:おそらく ukosankeのような形式に

該当すると思われるが不詳。なお， 17行自にはウゴアンテとあり，ウコシャ

ンケは誤写の可能性もあると思われる O タプ子アンベ:tap ne an pe こん

なもの(千歳方言)。アエホマトウ:nep aehomatup なにか驚くことや(金

成，金田一 1963: 166)。

刊行自 アムシヨカタ:amso-ka ta 座敷の上で(金成，金田一1959: 

184)。アマツコシヤヌ:amatkosanu ぱっとわれ起ち(金成，金田一 1963: 

465)。なお， matl王osanu-an パッと起ち上がり(金成，金田一 1959: 57)と

いう開もあるO アエヲリキムクッコノレ:aeorikikur kutkor kane (久保寺

1992 : 522)。

11行自 アラムコパシテプ:aram(u)kopashtep 宝刀(久保寺 1992: 

27)0アフンボケチウ akutpokechiu われ苦手に差し(金成，金田一 1963: 

44)0アシヤハウヌ :a引 ltaunu 人が蓋なする(千歳方言)のような形式を

考慮すると，a-sapaunuという語形は実証できていないが，-私が頭に付ける」

の意か。

12行日 アシヨヨテレケ:soyoterke 外へ飛び、出す(千歳方言)。この動

はsoyoterke-anのように活用するが， 10行詰アマツコシヤヌのような形

式から考えて a-soyoterkeという形式もあった可能性がある。イクルカ子:

不詳。ケウゴシャンパ:keukosanu どしんと音が一つした(久保寺 1992: 

127)。複数形か。

13行目 アヲマタフミ:a-oman humi と解したが，自動詞omanが他動

詞の活用を行っているかにみえる点は問題である。 a聞はhumiと統合してい

るとみることもできるかもしれないが要検討。ケウワツキ:kewewatkiはま

されていないが，語根kewの部分反復形に-atkiが接合したものか。

141子宮 ヤイヌマレ:iyaynumare たいしたもんだ，ょくできる(中川
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1995 : 46)。シツチカラ:不詳0

15行日 テシナタラ:kotan kurkashi tesnatara べったりのびて王子に

なっている(久保寺1992: 272) 0 

17行自 ウゴアンテ:yupke tumi ukoan ひどい戦争があった(千歳方

o ukoanteはこの場合'(戦争を)起こすJ という意味か。エイランケ:

不詳。ユプケタムクル:yupke tamkur akoterkere 激しい太万をわれふり

とばす(金成，金田一1963: 191)。

18行自 アエタメトゴ:aetametoko sennatara わが太万のさきにじわ

りじわり斬られ(金成，金田一1959: 328)。セルコシャンパ:upsor un tam 

serkosanpa 懐の刀をさっと抜く (千歳方言)。

日行自 コカトウコンノ:不詳。

20行目 タラプシヨ子ムアオマンテ:tarap (合成語の中で)夢(千歳方

。tutakar sone re takar sone auweomante 二つの夢ごころ三つの夢

ごころに気が遠くなってしまう(金成，金田一1959: 191) 0 takassane 

anomante (Pilsudski 1912: 146)。細部はなお要検討。フナクパキタ:huna-

kpakita どれほどたったかして(金成，金田一1959: 250)。

21行目 アヲシキマカ:chise upsoro aoshikmaka 家のふところにわが

自が開いた(金成，金田一1963: 203)。

22行自 トウイシヤム tuysam そば(田村1996:746)。チキ子シイ:不

詳。

24行自 チヲシケニ:不詳。 ciotkeni'突く棒」か。コキツテク:kokiktek 

，~で叩く」か。イヨウシタ:不詳。 iyos '後からJ か。

25行自 チヲメンメウヰ:不詳。 omewke 根こそぎ倒れる(千歳方言)

から， ciomewmewe ぐらぐらと根こそぎ引き抜かれる(?)のような語形

カ為。

26行呂 ヱイパタウセアツテ:不詳。

27行目 キイタカマ:不詳。 itak'言う」を含む形式か。アヌンセ子:anun 

地人(千歳方言)0 senne 打消(金成，金田一1959: 361) 0 henne 否定副詞

(様似方言) (Sato 2002: 101)。
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29行司 ヤエリワッコルワ:yayirwaki koro ひとり兄弟(金成，金田一

1963 : 49) 0イラエケアンコ:e-rayke-an ko rおまえが殺されると」のよう

な語形が推定されるが，不詳。ヱイキラアヌワ:e-eki印公nr私がおまえを連

れて逃げる j (?)。エヱカアン:e-eek悶anr私がおまえと来る j (?)。なお，

これらは胆振方言の人称形式である可能性がある(知里 1936[1974J: 75)0 

31行目 テケパシテワ:atekepashte ひっぱって行く(金成，金田

1963 : 407)。

32行目 ピシュンルルシヤマ:rur-sam 海辺(知里 1956[1973J : 412) 0 

33行自 リコテレケレ:rikoterke-an 私が飛び上がる(千歳方言)のよ

うな語形かもしれない。ホンレパチフ:pon repachip-oro 小さな沖舟の中

の(金成，金田一 1963: 248)。レベカツタ:repekatta 沖へぐいっと出し(金

成，金田一 1963: 52)。ウムンカッカタ:不詳だが， umta The stern of a boat 

(Batchelor 1938: 532) と関係する形式か。

34行自 アベコレウヰ:bekorewe 水をかきまわず(金成，金田一 1959: 

336)。

35行日 アエコンラムカリ:konramkonna kar北 ari 我が心持飛びまは

る(久保寺 1992: 138) と関係する a-ekonramkariのような語形か。

37行自 レラホセ:ehose ~に逆らって(千歳方言)。ロクント: ro司

kunteu いくさ船(金田一1931b : 301)。カヤテケエムコ:kayatek konna 

reunatara 帆ばしらをたわませ(金成，金田一 1959: 335) 0 

38行目 ヤエマウシテ:不詳。

4 .表記および雷語的特色

本警の表記の重要な特告の一つは，二文学に傍線を付した表記がみられる

ことである O すなわち rシユj，rチヤj，rチヨj (以上テキスト1)， rウヱj，

「シヤj，rシユj，rシヨj，(以上テキスト 2)，rシヤj，rシユj，rシヨ j，

ユj，rチヨ j (以上テキスト 3)である。これは恐らしニ文字が一音簡であ

ることを示したものと考えられ，表記の正確さが意図されたものと言える(ち
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なみに IサJ，IスJ，IソJは用いられていない。また Iシエ」はなく Iセ」

が用いられている)0なお，アイヌ語のhemantaを「セマンタ」のように表

した例があり，これは筆縁者が東北地方の出身であることを示す可能性が

ある(佐藤1995: 13) 0 

本書の性格を表記菌から決定付けるもう一つの大きな特色はアイヌ語の

tuにあたる音節の表記に「トウ」を用いる， という点である。この日本語に

ない音節の表記には江戸時代を通して様々な試みがなされたが(佐藤1995: 

8) ，管見の及ぶ限り，江戸時代の文献においてアイヌ語の表記に「トウ」を

用いた例を筆者は寡聞にして知らない。本書の成立年代，筆者について明ら

かにするためにも，本書のこのような表記法がどこに出来するのか，蘭学，

英学などの分野の研究を参照しつつ，今後明らかにしていく必要があると患

われる(なお，杉本(1985)の資料によれば IトウJの最古の例はこれまで

のところ 1860年刊の『英語筆』のようである)。

本書のアイヌ語にみられる主要な特色をいくつかあげる O

基本的には l人称主格に aーを用いている 93。これは，北海道南西部(沙流方

，幌別方言等)の諸方言に現れる特色である(佐藤1995: 31)。

もっとも，例は少ないながら，ア子ウヲマレ an-euwomare([テキスト 1]4

行目)，ア子カラカルan-ekarkar([テキスト 2J7行自)のように，確実に
anァを含んでいるとみられる語形がある点、も注目される。

否定の形式として，セン子([テキスト 3J 27行自)という，様似方言の

henneまたは11晃別方言の senneにあたる形式がみられる。もっとも，もう一つ

の否定の形式である somoにあたるシヨモ([テキスト 3J 27行日)という形

式もテキストには含まれており，また，沙流方言でも senneという形式は報

告されているので(金田一1931b : 270)，この点のみをi最大に取り上げるこ

とはできないのではあるが。

引用の形式としてアリ ari([テキスト 1J 1行司， [テキスト 2J5行自)

93もっとも，テキスト 1，2， 3が同じ方言で欝かれている保証は必ずしもないかもしれ

ないという点は注意する必要Eがある。
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が用いられているが，これは静内方言(織田ステノ氏による)や幌別方言(金

成，金田一 1959:61)で知られている特徴である。

接続助詞テキスト 3でkoI~すると」が現れる点は，沙流方言や千歳方言

よりもむしろ罷別方言(金成，金田一 1959: 52)，様似方言(岡本ユミ氏に

よる)のよう との類似を思わせる。

存在の動詞は例は少ないながらいずれも okaという形式であるとみられ

( [テキスト 3J 4行目 7行自)，この点では幌53U方言や様似方言の okayと

いう形式よりもむしろ沙流方言との類似を示す。

特異な諾棄としてカチヨ([テキスト 3J 3行日， 16行自)kaco太鼓(服

部 1964: 177)， (金田一1913: 104)という形式が注呂される。管見の及ぶ摂

りでは，北海道方言にこの形式が現れている例は皆無である o

極めて特殊な現象として，現在，一般に自動認として知られている形式が，

{也動詞の活用をしている例のあることが注話される O このような現象はアイ

ヌ諾では極めて稀である(佐藤2002: 66) 0 例:アマツコシヤヌ([テキスト

3 J 10行自)a‘matkosanu I私がばっと立ち上がるJ，アシヨヨテレケ([テ

キスト 3J 12行呂，犯行自)a-soyoterke I私が外へ飛び出す」。現代のアイ

ヌ語資料においても，少なくとも a-matkosanu，matkosanu-anは自他両方

の活用を行っている例がみられる(たとえば，金成，金田一 1963: 465，金成，

間一 1959: 57，佐藤知己による千歳方言の調査資料など。なお， a-

soyoterkeという語形はこれまでのところ未見)0これらは，単純な文法的無

理解に基づく可能性もあるが，単なる偶然かどうか，なお検討が必要と思わ

れる。今日でも稀な特殊な例を記録したものだとすれば，本書の資料的信頼

性を考える上でも重要な問題と忠、われる

5 .まとめ

本稿では「蝦夷チヤランケ並、浄瑠理言」の校合を行い，翻亥5テキストを作

成した。また，推定されるアイヌ語テキストそ併せて作成し，表記，

の特色を指摘した。その結果，本書のアイヌ語(特に「テキスト 3J)は，概

-55 



北大文学研究科紀要

して北海道西間部方言の特色を示し，中でも現在知られている限りでは，沙

流方言よりもむしろ幌別方言のような胆振地方方言との親近性が多くみられ

ることが明らかとなった。また，現在，例外的現象として知られている自他

両用活用の動詞の例と考えられる形式が既にみられるという点でも資料的に

重要な意義を持つことを指摘した。今後，本書成立の事情やテキストの不明

箇所について，さらに検討を重ねて行きたいと考えている

補注

補注1 東「ト云鍛夷」。

補設2 j;長「言阿とてき命事Jo

被注3 主主「言ふ事Jo

補注4 東「相手可らJo

補注5 東「シシヨタ予シイ J

補注6 この現象は， Sapir(1917 : 86)てる扱われているダコタ請の自動詞における active，

inactiveの区別と関連を有する可能性がある。

補注7 北海道ウタリ協会主催の「王子成14年度アイヌ語指導者研修会」で筆者が本資料に

ついてお話ししたところ，会場におられたアドイ氏から，アイヌ語話者自身が筆録し

たか，それに近い事情があったのではないか，というご意見をいただいた。録音機械

がない時代にアイヌ語をこれほど正確に筆録をしていること自体驚異的であり，この

点から考えて，傾聴すべきご意見であると思う。記して感謝申し上げる。
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